
た
。
こ
の
希
望
を
、
東
大
で
西
洋
美
術
史
を
教
わ
っ
た
団
伊
能
先
生
か
ら
矢

代
〔
幸
雄
〕
先
生
に
話
し
て
い
た
だ
い
た
が
、
美
術
研
究
所
に
は
空
席
が
な

く
、
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
、
私
が
大
学
を
出
た
昭
和

七
年
の
一
二
月
に
は
、
東
京
美
術
学
校
で
は
、

三
十
三
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て

校
長
の
任
に
あ
っ
た
正
木
直
彦
先
生
が
勇
退
さ
れ
、
正
木
校
長
に
伴
っ
て
何

人
か
の
長
老
の
先
生
方
も
退
職
さ
れ
た
。
退
職
教
官
の
中
に
は
、
木
口
木
版

画
家
と
し
て
有
名
な
仏
語
の
合
田
清
講
師
も
い
た
。
そ
し
て
私
は
、
幸
運
に

も
、
合
田
氏
に
代
わ
っ
て
美
校
の
仏
語
講
師
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
ひ
と
え
に
矢
代
先
生
の
ご
推
薦
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
り
、
ま

た
洋
画
の
和
田
英
作
先
生
の
お
口
添
え
も
有
力
で
あ
っ
た
由
で
あ
る
。
同
時

に
、
卒
業
間
際
に
、
仏
語
科
高
等
教
員
免
許
の
申
請
に
必
要
な
仏
文
学
の
準

位
を
ぜ
ひ
と
る
よ
う
に
、
強
く
す
す
め
て
く
れ
た
吉
川
〔
逸
治
〕
氏
の
友
侑

に
負
う
と
こ
ろ
も
大
き
か
っ
た
。

昭
和
七
年
の
六
月
に
は
、
和
田
先
生
が
美
校
校
長
に
就
任
さ
れ
た
。
事
務

の
部
局
と
し
て
経
理
課
、
教
務
課
、
文
庫
課
が
で
き
た
の
は
こ
の
時
で
、
矢

代
先
生
は
文
庫
課
長
を
引
受
け
ら
れ
た
。
こ
の
頃
か
ら
先
生
は
、
従
来
担
任

さ
れ
て
い
た
西
洋
美
術
史
の
講
義
を
青
山
新
氏
（
後
の
和
田
新
氏
）
に
譲
ら

れ
、
日
本

・
東
洋
の
美
術
史
を
お
持
ち
に
な
っ
た
。
文
庫
に
は
、
図
書
の
ほ

か
に
豊
富
な
美
術
品
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
が
、
そ
の
管
理
方
法
が
す

で
に
近
代
的
と
は
い
え
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
、
先
生
は
課
長
と
し
て
文
庫

の
改
革
充
実
を
は
か
る
決
意
を
さ
れ
た
よ
う
で
あ
っ
た
。
先
生
の
文
庫
で
の

日
本
・
東
洋
関
係
の
こ
と
は
、

美
術
研
究
所
の
所
員
で
、

お
仕
事
の
う
ち
、

美
校
で
東
洋
文
学
を
講
義
さ
れ
て
い
た
正
木
篤
―――
氏
ー
|
'
昭
和
八
年
以
後
は

現
大
和
文
華
館
長
石
沢
正
男
氏
が
代
わ
ら
れ
た
ー
が
お
手
伝
い
を
し
、
西

り
多
敷
の
秀
オ
を
出
し
た
る
川
端
玉
章
翁
の
憲
業
を
追
慕
す
る
為
め
に
、
結

0
川
端
玉
章
翁
記
念
銅
柱
除
幕
式
明
治
聾
培
の
巨
匠
に
し
て
其
の
門
下
よ

次
の
記
述
が
あ
る
。

右
の
件
に
関
し
て
『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
二
号
に

⑬

川
端
玉
章
翁
記
念
銅
柱
の
建
立

洋
関
係
の
こ
と
は
私
が
お
助
け
し
た
。
文
庫
の
蔵
書
は
、
当
時
和
漢
書
が
一
―

万
数
千
冊
、
洋
書
が
三
千
数
百
冊
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
和
漢
書
は
と
も
か

く
と
し
て
、
洋
書
は
分
類
さ
え
よ
く
で
き
て
い
ず
、
目
録
と
し
て
は
、
丸
善

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
メ
ン
ト
を
切
っ
て
カ
ー
ド
に
貼
り
つ
け
、
間
に
合
わ
せ
て
い

る
と
い
う
よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
。
私
は
図
書
館
学
の
知
識
は
何
―
つ
も
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
、
先
生
の
ご
指
示
で
、
図
書
分
類
法
、
洋
書
目
録
法
な

ど
を
先
輩
か
ら
手
ほ
ど
き
を
受
け
、
ま
た
本
を
読
ん
で
勉
強
し
、
簡
単
な
が

ら
も
洋
書
の
分
類
表
を
作
り
、
ま
た
カ
ー
ド
の
作
成
を
行
な
っ
た
。

文
庫
改
革
の
こ
と
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て
矢
代
先
生
の
指
禅
に
よ
っ
て
軌

道
に
乗
り
、
ま
た
必
要
な
人
員
も
確
保
し
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
先
生

は
、
美
術
の
講
義
の
ほ
か
に
美
術
研
究
所
主
事
と
し
て
の
仕
事
を
お
持
ち
に

な
り
、
ま
た
た
び
た
び
外
国
に
出
か
け
ら
れ
る
と
い
う
ご
多
忙
さ
で
あ
っ
た

の
で
、
美
校
文
庫
課
長
の
方
は
、
昭
和
九
年
か
ら
香
取
秀
真
先
生
に
お
願
い

さ
れ
た
。
し
か
し
石
沢
氏
と
私
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
標
本
掛
長
、
図
書
掛
長
と

し
て
、
香
取
先
生
の
下
で
文
庫
の
仕
事
を
続
け
た
。

（「矢
代
先
生
追
憶
」

『日
伊
文
化
研
究
』
第
十
四
号
。
昭
和
五
十

一
年
三
月、

日
伊
協
会
）
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城
素
明
、
平
福
百
穂
雨
氏
委
員
と
な
り
本
校
構
内
中
庭
に
記
念
銅
柱
を
建
造

中
な
り
し
が
、
愈
々
其
の
落
成
を
見
た
る
に
就
き

〔昭
和
七
年
〕
四
月
十
六

日
午
後
一
時
よ
り
除
幕
式
を
執
行
せ
り
、
営
日
玉
章
翁
の
逍
子
玉
雪
、
茂
茸

雨
氏
の
外
多
敷
の
参
列
者
あ
り
、
叉
文
庫
陳
列
館
に
は
翁
の
逍
作
敷
十
黙
を

陳
列
展
観
せ
り
、
尚
結
城
素
明
氏
は
『
川
端
玉
章
翁
略
年
譜
』
を
編
纂
せ
ら

れ
、
口
縮
に
玉
章
翁
銅
像
、
銅
柱
、
銅
柱
六
面
文
様
文
字
拓
本
、
箱
根
木
賀

（遠）
違
望
闘
、
箱
根
宮
の
下
奈
一
艮
屋
棲
上
眺
望
岡
、
高
輪
汽
車
岡
、
帆
船
闘
、
林

檎
野
菊
圏
を
載
せ
、
更
に
川
端
玉
章
翁
略
年
譜
、
川
端
玉
章
先
生
追
悼
座
談

會
な
ど
極
め
て
有
盆
な
る
文
猷
を
牧
め
た
り
、
因
に
同
座
談
會
出
席
者
は
、

結
城
素
明
、
伊
東
英
泰
、

西
巻
稲
村
、
堀
田
善
種
、
岡
村
葵
園
、

川
端
玉

雪
、
川
端
茂
章
、
吉
岡
班
嶺
、
竹
田
敬
方
、
瀧
田
敬
秀
、
高
橋
玉
淵
、
村
崎

雅
章
、
山
田
敬
中
、
小
柳
渡
風
、
工
藤
玉
葉
、
江
村
隆
章
、
島
崎
柳
嗚
、
鰭

崎
英
明
、
本
橋
文
章
、
諸
星
成
章
の
諸
氏
な
り

な
お
、
同
誌
「
文
彫
彙
報
」
欄
に
は
建
碑
式
に
合
わ
せ
て
四
月
十
四
日
か
ら

二
十
七
日
ま
で
陳
列
館
に
玉
章
が
本
校
に
追
し
た

三
百
五
十
点
余
り
の
作
品
中

主
な
も
の
を
陳
列
し
た
旨
記
さ
れ
て
い
る
。

⑭

黒
田
清
輝
胸
像
の
除
幕

昭
和
七
年
十
一
月
二
十
七
日
、
黒
田
清
輝
胸
像
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。
こ

れ
よ
り
先
き
、
昭
和
三
年
九
月
、
岡
田
三
郎
助
、
白
瀧
幾
之
助
ら
関
係
者
二
十

四
名
が
発
起
し
て
資
金
を
募
集
し
、
原
型
を
高
村
光
太
郎
に
委
嘱
。
完
成
し
た

胸
像
は
本
校
と
美
術
研
究
所
に
寄
贈
さ
れ
た
。
本
校
に
お
け
る
除
幕
式
の
校
様

を
同
年
同
月
二
十
八
日
付
『
大
阪
朝
日
新
閲
』
は
次
の
よ
う
に
伝
え
た
。

高村光太郎作
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黒田清輝像 昭和7年

黒
田
浦
輝
子
の
胸
像
除
幕
式
美
術
學
校
で

洋
壷
界
の
恩
人
故
黒
田
浦
輝
子
の
胸
像
除
幕
式
は
二
十
七
日
午
後
二
時
よ

り
東
京
上
野
の
美
術
學
校
講
堂
に
お
い
て
小
林
萬
吾
甕
伯
主
催
の
下
に
畢
行

さ
れ
た
。
嗣
子
黒
田
文
紀
子
、
故
子
爵
の
大
作
『
湖
畔
』
で
有
名
な
て
る
子

未
亡
人
は
じ
め
親
族
友
人
お
よ
び
多
敷
の
名
士
参
列
し
岡
田
三
郎
助
氏
の
式

辟
を
も
つ
て
式
は
は
じ
め
ら
れ
、
文
紀
子
の
除
幕
、
白
瀧
幾
之
助
氏
の
経
過

報
告
、
胸
像
附
呈
の
儀
が
あ
り
こ
れ
に
到
し
正
木
美
術
院
長
、
和
田
東
京
美

術
學
校
長
の
謝
辟
が
あ
っ
て
束
賓
の
祝
辟
に
移
り
、
鳩
山
文
相
（
東
郷
政
務

次
官
代
設
）
宮
田
光
雄
雨
氏
こ
れ
を
代
表
し
最
後
に
親
戚
継
代
樺
山
愛
輔
伯

の
感
謝
の
挨
拶
を
も
つ
て
同
一
―
一
時
式
を
終
り
、
胸
像
は
永
く
美
術
學
校
校
庭

に
あ
っ
て
一
段
の
光
彩
を
添
へ
る
こ
と
4

な
っ
た
（
東
京
）

高
村
光
太
郎
は
「
自
作
肖
像
漫
談
」
（
『知
性
』
第
三
巻
第
五
号
。
昭
和
十
五
年
五

月
。『
高
村
光
太
郎
全
集
』
第
九
巻
所
収
）
に
、
こ
の
胸
像
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に

昭和 7年


